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地域住民に身近な診療所だが、　 　
「早く入院できる新病院をつくって」

住民との約束を守らず、「病院つぶしの
維新市政は許せない」の声が　 　　　

今月の
　記念日

材料（４人分）
■ 鶏肉40ｇ、だいこん60ｇ、にんじん20ｇ、かぼちゃ40ｇ、さといも30ｇ、
しめじ20ｇ、青菜 （小松菜、白菜など） 30ｇ、削りぶし８ｇ、だし昆布
２ｇ、水480㏄、赤みそ大さじ３、濃口しょうゆ小さじ１、みりん小さ
じ１、ほうとう200ｇ

①鶏肉は細かく切る。
② だいこんは１㎝、にんじんは0.5㎝、かぼちゃは1.5㎝のいちょう切りに
する。
③さといもは半月切り、しめじは小房に分け、青菜は３㎝の長さに切る。
④削りぶしとだし昆布でだし汁をとる。
⑤だし汁に材料を加えて煮る。
⑥ほうとう、青菜を加えて煮る。
⑦赤みそ、濃口しょうゆ、みりんを合わせて調味する。

作り方

　長時間労働や低賃金。「どうしようもない」「相手が大きすぎる」とあきら
めていませんか。「ひとりぼっちだ」と思っていませんか。そんなことはあり
ません。「とっても小さいものが大きいものをうごかすことだって、あるんだ
よ」「いつかきっと友だちがみつかる。いっしょにきぼうをもってくれる友だ
ち、ゆめをしんじてくれる友だち、いっしょにたたかってくれる友だちが。」
と若き詩人が励ましの言葉をあなたに送ります。

　1883年１月27日、中尾勝三郎という人が新聞に「嫁探し」という「求婚」広告を出したのがきっかけです。そ
の結果、近くに住む19歳の女性が応募し、めでたく結婚されたそうです。現代で言えば、破天荒な「婚活」と言
えないでしょうか。でも、結婚のタイミングやきっかけをなくした人には、この日を考えるきっかけになるかも
しれません。「求婚」とは、結婚を決める前の一段階で結婚を申し込むこと。お互いの結婚の意思の疎通を図る
ものとして「プロポーズ」とも言います。「事実婚」「LGBT婚」「事前契約婚」など新しい結婚のカタチが増え
てますね。

とっても小さいものが
大きいものをうごかすことだって
あるんだよ

１月27日
求婚の日

　

黒
柳
徹
子
が
自
身
の
子
ど
も
時
代
を
綴

っ
た
自
伝
的
小
説
が
『
窓
ぎ
わ
の
ト
ッ
ト

ち
ゃ
ん
』
で
す
。
１
９
８
１
年
に
出
版
さ

れ
た
こ
の
本
は
た
ち
ま
ち
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

に
な
り
、
世
界
の
20
以
上
の
言
語
に
翻
訳

さ
れ
て
、
世
界
の
累
計
部
数
は
何
と
２
５

０
０
万
部
と
い
い
ま
す
。
こ
の
映
画
は
初

の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
で
登
場
。

　

１
９
４
０
年
（
昭
和
15
）、
好
奇
心
が

旺
盛
で
、
お
話
が
好
き
な
小
学
１
年
生
の

ト
ッ
ト
ち
ゃ
ん
。
ふ
だ
ん
の
行
動
に
落
ち

着
き
が
な
い
こ
と
を
理
由
に
小
学
校
を
数

か
月
で
退
学
に
な
り
ま
し
た
。
東
京
の
自

由
が
丘
に
あ
る
ト
モ
エ
学
園
に
入
り
ま
し

た
。
ト
モ
エ
学
園
は
自
由
を
重
ん
じ
る
小

林
校
長
先
生
の
も
と
で
、
教
室
が
廃
車
に

アマンダ・ゴーマン
（詩人　1998年～）

旺着由

「
窓
ぎ
わ
の
ト
ッ
ト
ち
ゃ
ん
」

「
窓
ぎ
わ
の
ト
ッ
ト
ち
ゃ
ん
」

子
ど
も
の
自
由
と
自
主
性
を
大
事
に
す
る
学
校
が
あ
っ
た

ほうとう

岸和田市職労 学校支部 給食分会

協力：現業評議会・給食部会

　

大
阪
市
立
住
吉
市
民
病
院
は
２
０
１
８

年
３
月
末
に
閉
院
。
小
児
科
と
産
婦
人
科

だ
け
で
す
が
、
10
代
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
や

未
受
診
妊
婦
出
産
な
ど
福
祉
的
ニ
ー
ズ
の

高
い
ケ
ー
ス
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
、

「
家
族
付
添
い
な
し
入
院
」「
重
症
心
身

障
害
児
の
短
期
入
所
機
能
」
な
ど
、
極
め

て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
病
院
で
し
た
。

近
く
に
府
立
の
病
院

近
く
に
府
立
の
病
院

「
二
重
行
政
の
ム
ダ
」と

「
二
重
行
政
の
ム
ダ
」と

　

約
２
キ
ロ
先
に
は
「
府
立
急
性
期
・
総

合
医
療
セ
ン
タ
ー
」
が
あ
り
、
維
新
市
政

が
「
二
重
行
政
の
ム
ダ
」
と
決
め
つ
け
、

同
セ
ン
タ
ー
内
に
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
設

置
を
条
件
に
閉
院
を
強
行
し
ま
し
た
。

地
域
医
療
は
ど
う
な
っ
た

地
域
医
療
は
ど
う
な
っ
た

　

い
ま
閉
院
し
た
住
吉
市
民
病
院
の
跡
地

の
一
角
に
立
つ
住
之
江
診
療
所
。
大
阪
市

が
暫
定
的
に
開
設
し
、
小
児
科
と
産
婦
人

科
に
外
来
患
者
が
通
っ
て
い
ま
す
。
す
ぐ

隣
に
あ
っ
た
市
民
病
院
の
建
物
は
解
体
さ

れ
て
更
地
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
５
年
を
目
途
に
大
阪
公
立
大
学

が
運
営
す
る
新
病
院
を
つ
く
る
大
阪
市
の

計
画
は
ス
ト
ッ
プ
し
た
ま
ま
、
全
く
先
が

見
え
な
い
状
況
で
す
。

市
立
病
院
を
府
立
病
院
に
統
合
？

市
立
病
院
を
府
立
病
院
に
統
合
？

　

大
阪
市
に
は
十
三
市
民
病
院
（
淀
川
）

と
市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
（
都
島
）
の

２
つ
の
市
立
病
院
が
あ
り
ま
す
。
大
阪
市

は
「
統
合
し
て
も
住
民
サ
ー
ビ
ス
は
低
下

し
な
い
。
地
域
医
療
に
大
き
な
変
化
は
な

い
」
と
説
明
し
ま
す
。
住
吉
市
民
病
院
元

院
長
の
舟
本
医
師
は
「
少
子
化
で
民
間
病

院
は
引
き
受
け
な
い
。
地
域
に
必
要
な
医

療
や
公
立
病
院
の
社
会
的
役
割
を
理
解
せ

ず
、
病
院
の
廃
止
を
目
的
化
し
て
い
る
」

と
痛
烈
に
批
判
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
と

も
「
府
市
一
体
」
の
動
き
に
対
し
、
住
民

と
共
に
監
視
と
運
動
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

な
っ
た
電
車
、
み
ん
な
一
緒
の
学
び
、
本

が
い
っ
ぱ
い
の
図
書
室
、
裸
で
入
る
プ
ー

ル
、
障
が
い
を
も
つ
子
ど
も
も
走
る
運
動

会
な
ど
、
子
ど
も
の
自
主
性
を
大
切
に
す

る
校
風
の
お
か
げ
で
、
ト
ッ
ト
ち
ゃ
ん
は

日
々
、
自
由
で
の
び
の
び
と
成
長
し
て
い

き
ま
す
。
友
だ
ち
に
な
っ
た
小
児
マ
ヒ
の

ヤ
ス
ア
キ
く
ん
を
助
け
、
か
ば
い
、
と
も

に
遊
ぶ
姿
が
微
笑
ま
し
い
の
で
す
が
、
そ

の
ヤ
ス
ア
キ
く
ん
に
死
が
訪
れ
、
泣
き
伏

す
ト
ッ
ト
ち
ゃ
ん
。

　

太
平
洋
戦
争
勃
発
で
、
ト
ッ
ト
ち
ゃ
ん

の
周
囲
も
一
気
に
戦
時
色
に
。
バ
イ
オ
リ

ニ
ス
ト
の
お
父
さ
ん
は
軍
か
ら
国
威
発
揚

の
た
め
軍
歌
の
演
奏
を
要
請
さ
れ
ま
す

が
、
拒
否
し
ま
す
。
さ
さ
や
か
な
市
民
の

抵
抗
も
描
か
れ
ま
す
。
ト
ッ
ト
ち
ゃ
ん
の

愛
称
は
両
親
が
「
テ
ツ
コ
ち
ゃ
ん
」
と
呼

ぶ
の
を
本
人
が
「
ト
ッ
ト
ち
ゃ
ん
」
と
覚

え
て
し
ま
っ
た
た
め
。「
窓
ぎ
わ
」
は
教

室
で
は
外
が
見
え
る
窓
ぎ
わ
が
好
き
だ
っ

た
こ
と
か
ら
。
上
映
時
間
は
１
１
４
分
。

からだもこころも温まる

地
域
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
公
立
病
院

地
域
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
公
立
病
院

府
と
大
阪
市
が
そ
れ
ぞ
れ
役
割
発
揮
を

府
と
大
阪
市
が
そ
れ
ぞ
れ
役
割
発
揮
を

検証「維新政治」

住吉市民病院
閉院後の地域医療は

（大阪市住之江区）


